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配点は 1問 25点です．平均点は 58点，最高点は 100点 (7人)でした．解答は略解
です．実際の答案ではもっと詳しく書く必要があります．

[1] (1)積分記号下での微分を行ったあと，部分積分をして，I ′(α) = −αI(α)/2です．
(2) (1) の微分方程式と，I(0) =

√
π/2 より，I(α) =

√
πe−α2/4/2 です．

[2] (1) Fatou の補題よりただちに出ます．
(2) 例はたくさんありますが，X = [0, 1] として，fn(x) = nχ[0,1/n](x) とおけばで
きます．

[3] (1) 前にやったように，Lebesgue の収束定理ですぐにできます．

(2) (1) を |f | に対して適用し，C を，
∫
{|f(x)|>C}

|f | dµ < ε/2 となるようにとりま

す．δ = ε/(2C) とおくと，|f | の B 上の積分を |f | > C の部分と |f | ≤ C の部分に
分けることができ，いずれも ε/2 で抑えられるので合計は ε で抑えられます．

[4] 左辺は
∫
R

∫
R
χA(t − x)χB(t) dt dx に等しいので Fubini の定理を使って積分順

序を入れ替えれば，結論が出ます．


